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２０２４年問題 いよいよ今年！

２０２４年度から物流業界も年間総残業時間上限が
９６０時間の規制（５年間の執行猶予が切れた）

いずれ上限が７２０時間へ。２０２４年問題は
始まりに過ぎない

このままでは輸送能力が

約１５％不足

特に農産物＋地方で深刻

物流が持続可能ではなくなる危機



政府・民間の取り組み
政府の取り組み
「物流革新に向けた政策パッケージ」（2023年6月2日）
我が国の物流の革新に関する関係閣僚会議決定

2024年度より罰則規定付き法制化、特に荷主対策の強化

✓CLO義務化＋トラックGメン

✓荷待ち・荷役時間２時間以内ルール

待ち時間を「測れる」ようにしなければならない

✓物流サービスに応じた価格の決定（店着価格制に切り込み！）

民間の取り組み

共同・中継配送、物流DX（バース予約、マッチング）
〇ビールメーカー４社が札幌～釧路間で貨物混載

〇加工食品Fline：物流は協調、商品で競争

〇NLJダブル連結トラックによるアサヒビールと日清の共同配送

こうした施策を考え、実行できる人材がもっと必要！



物流の「全体」最適とは
人によって「全体」の意味が違う

梅 自社の部署を超えた連携
異なる部署間の情報共有・調整

竹 自社が含まれるサプライチェーン全体
開発・生産・調達・配送・小売の連携
デマンドから考える最適化（デマンドウエブ）

松 国家・地球全体
物流全体すら「部分」であるという認識を持つ

異業種連携、スマートシティ構築、１００年先の未来へ
物流は「インフラ」である＝協調と競争、長期視野のコスト判断
２０５０年カーボンニュートラルに向けた切り札になる



サプライチェーンからデマンドウエブへ

製造・倉庫・輸送交通のネットワーキングとシェアリング

東京大学「先端物流科学寄附講座」で目指しているもの
物流のあるべき姿 ＝ フィジカルインターネット実現へ

モントレイユ教授資料「Physical Internet」

西成研で提唱するデマンドウエブの概念図

作って運んで売れずに廃棄する時代は終わらせよう



スコープ３
サプライチェーン全体でのGHG排出量を見るべし！
Scope１：事業者自らによる温室効果ガスの直接排出
Scope２: 他社から供給された電気、熱・蒸気の使用に伴う間接排出
Scope３: 事業者の活動に関連する上流及び下流における他社の排出

サプライチェーン排出量＝Scope１＋Scope２＋Scope３の排出量

モノを販売している企業は、消費者が利用する際のGHG排出も自社分と
して算定する必要がある！

資源エネルギー庁 HPより

社会的要請と責任 その１



生産者が、その生産した製品が使用され、廃棄された後に
おいても、当該製品の適切なリユース・リサイクルや処分
に一定の責任を負うという考え方

CN実現のための「循環経済」社会へ
動脈だけなく静脈も合わせた「全体」を見据えた物流へ

拡大生産者責任EPR
社会的要請と責任 その２

環境省資料



全体最適構築のためのコスト

物流業界は中小企業が９０％を超える
高価な機器の導入やデジタル化は難しい

解決方法
✔ 補助金に頼るだけではなく、サプライチェーン全体で

考えるべし！
自社だけの事を考えるのではなく、調達先・納品先の
事情も考える。
例：上位のTierが下位に投資（在庫管理がし易くなる）

✔ 皆でシェアする。競争から協力へ！
倉庫、トラックなどのアセットを自社のみで持たない。

✔ サブスクリプション運用を考える。使った分だけ払う。



「Jカーブ」思考で考えるべし

物流は「インフラ」 利益より永続性

時間

プ
ラ
ス

マ
イ
ナ
ス

Ｊカーブの発想が必要

自社・他社・社会の三方よしを考えられる人材

長期的視野、全体最適の視野、利他の心の大切さ



まとめ

高度物流人材育成のポイント
「長期・全体・利他」の視座を持った人材が必要
協調すべきところで競争しない！トータルコストで考え、

「長い時間軸」で判断すべし＝損をして得をとれ

多様性と異能の重要さ

物流変革ができる人 ＝ 変化に強く、常識に捉われない
生物の世界：多様性＝適応力

伝統的な物流カリキュラムではない人材も必要！

リカレント教育、リスキリング、シニア活用 → CLOへ
高度物流人材になるには時間がかかる
全体を見渡す人材になるには様々な経験が必要 ⇔ 経験と勘からEBPMへ
生涯学習 ⇔ アンラーン戦略

「日本」の行く道
根本的な課題：クラウド環境が海外依存！

集中型でなく、自律分散システム化に強み。利他的連携が鍵。


